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 第 1月曜日１４時～青少年センター３階ホール 
 

いろいろな歌を大声で歌うと気持ちいい！ 
年齢制限はありません。当日参加ＯＫ！ 
男性の方もぜひ参加してくださいね。 

 

 

 

ふ れ あ い 第 82 号 

枚方校区コミュニティ協議会 広報部 平成 31（2019）年２月発行 

枚 方 校 区 だ よ り   

  

コミュニティ協議会のホームページができました！ 

 

 

11
月
18
日
（
日
） 

快
晴 

３
３
８
人
参
加 

今
回
は
宇
治
方
面
な
の
で
紅
葉
を
期
待
し
て
電
車

に
乗
る
。 

９
時
50
分
頃
、
京
阪
宇
治
駅
に
到
着
。
多
く
の
観

光
客
で
混
雑
し
て
い
た
。 

 

穏
や
か
に
流
れ
る
宇
治
川
の
左
岸
に
行
く
。
最
古
の

宇
治
神
社
、
学
問
の
神
様
宇
治
上
神
社
（
世
界
遺
産
）

に
お
参
り
す
る
。 

 

紅
葉
に
は
少
し
早
い
が
ク
ヌ
ギ
、
松
の
生
い
茂
る
中

を
の
ん
び
り
進
む
。
途
中
、
小
旗
を
掲
げ
た
人
に
導
か

れ
た
団
体
と
す
れ
違
う
。 

 

釣
り
を
す
る
人
、
カ
メ
ラ
を
構
え
る
人
、
友
人
と
散

歩
す
る
人
、
犬
を
連
れ
た
人
、
修
学
旅
行
生
な
ど
様
々

な
人
と
出
会
う
。 

 

歩
き
始
め
て
30
分
、
天
ヶ
瀬
吊
橋
に
到
着
。
し
ば

し
休
憩
。 

 

帰
り
は
、
川
を
右
に
見
て
歩
く
。
堰
堤
に
30
羽
ほ

ど
の
シ
ラ
サ
ギ
が
等
間
隔
に
並
び
、
羽
根
を
休
め
て
い

る
珍
し
い
光
景
が
見
ら
れ
た
。 

 

喜
撰
橋
を
渡
り
、
中
之
島
へ
行
く
。
こ
の
付
近
は
鵜

飼
（
６
月
～
９
月
）
が
有
名
。「
十
三
重
石
塔
」
を
通

り
抜
け
、
朝
霧
橋
を
渡
り
駅
前
に
戻
る
。
そ
こ
に
は
、

地
元
の
小
中
学
生
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
地
域
を
知

る
た
め
の
調
査
研
究
）
の
た
め
に
訪
れ
て
お
り
、
人
で

あ
ふ
れ
て
い
る
。
土
産
店
に
立
ち
寄
り
、
土
産
を
購
入
。

昼
食
後
、
帰
路
に
就
く
。 

 

（
区
民
体
育
祭
特
別
委
員
会
会
長 

室
田
二
郎
） 

 

 

昨年 10 月にコミュニティ協議会のホームページ 
を開設しました。 
コミュニティ、自治会、学校などの最新情報を 
皆さまにお届けできることになりました。 
ぜひご活用ください。 
https://www.hirakata-koku-dayori.com  

 

  

コミュニティ協議会のホームページができました！ 
 

 

宇
治
方
面 

京
阪
宇
治
駅
～
宇
治
上
神
社
～
天
ヶ
瀬
吊
橋 

区
民
体
育
祭

子どもの安全を見守って下さっている方を 

紹介します 

長谷川 胤治 さん 

退職を機に活動を始め 15年。 
元町の子どもたちを送ったあと、校門そばで「おはようございます」と大きな声で
声掛けをしてくださっています。 
「子どもたちの反応が薄くて淋しいです」 
挨拶の大切さに気づいてくれる子どもたちが増えますように。 

✽編集後記✽ 
あけましておめでとうございます。昨年は災害に泣かされた一年でした。 
しかし、災害をきっかけに人と人の絆が大切だなと改めて実感させられた一年でもありました。 
私もみなさんの優しさをひしひしと感じました。これを機会に自治会・コミュニティがもっともっと活性化 
しますように。まだまだ完全には戻っておられない家屋も多々あります。 
今年は平穏な一年でありますように。 
次号をお配りする時は新元号になっていることだと思います。どんな元号になるのか楽しみです。 

自治会に入られている方はぜひ参加してみてください。 

詳しくは回覧板、コミュニティ HPに掲載します。 

うたごえサロン 
毎月第１月曜日 午後２時～ 
青少年センター３階ホール 
 
年齢問わず、性別問わず、 
歌うことが大好きな方はお集ま 
りください。 
大人数で歌っています。 

ふれあい食事会
３月 22日（金）正午～ 
青少年センター２階第１集会室 
 
福祉委員の愛情たっぷりの美味
しい昼食を食べながら交流を深
めましょう。 
65歳以上の方が対象です。 

２月 22日（金） 
午後 1時 30分～ 
青少年センター3階ホール 
 
「福祉講座・笑いヨガ」 
 
みなさん参加して 
思いっきり笑いましょう！ 

 

いきいきサロン 

 

歴史散策 

 

歩くのが好きな方。 
枚方周辺の歴史のある場所を 
散策しながら交流しません
か？ 
今年も楽しんでいただける企
画を計画中です。 

子育てサロン「ぴよぴよ」 
２月 12日（火）午前 10時 30分～ 
枚方上之町集会所 
事前申し込みが必要です。 

堰堤に集うシラサギたち 宇治上神社 

 

大勢で食べる食事は 
格別！ 

歌詞をみながら♪ 京阪橋本駅周辺 

0歳児とその保護者対象です。 
同じ年の子どもを持つ方同士の 
集いの場、情報交換の場に。 
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４
月
27
日
（
金
） 

５
月
25
日
（
金
） 

６
月
22
日
（
金
） 

７
月
27
日
（
金
） 

時
間 

午
後
１
時
30
分
～ 

場
所 

青
少
年
セ
ン
タ
ー
3
階
ホ
ー
ル 

対
象 

65
歳
以
上
の
高
齢
者 

 

★ 

子
育
て
サ
ロ
ン
ぴ
よ
ぴ
よ 

５
月
14
日
（
月
） 

時
間 

午
前
10
時
30
分
～ 

場
所 

枚
方
上
之
町
集
会
所 

対
象 

0
歳
児
と
保
護
者 

 

★ 

枚
方
校
区
青
少
年
を
守
る
会
総
会 

５
月
19
日
（
土
） 

各
種
サ
ロ
ン
は
、
参
加
費
無
料
。 

詳
細
は
、
回
覧
・
掲
示
板
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。 

★ 

枚
方
校
区
福
祉
委
員
会
総
会 

 3 月 12 日(月)、「枚方校区元気づくり・地域づくり会議」

主催の歴史散策のイベントが行われました。 

 地域の歴史を詳しく学ぶ初めての試みに、53名の方が 

参加されました。 

市立枚方宿「鍵屋資料館」の見学を済ませた後、旧京街

道を歩き、意賀美神社へと向かいました。 

↑5つのグループに分かれてガイドさんの 

詳しい説明を聞きながら歩く 

 

旧
京
街
道
を
進
み
、
ま
ち

な
か
景
観
建
造
物
「
木
南

 

意
賀
美
神
社
で
は
、
会
館
二
階
の
展

示
室
を
見
学
。
明
治
3
年
に
作
ら
れ

た
武
将
像
「
十
二
神
将
」
や
数
学
の
絵

馬
で
あ
る
「
算
額
」
、
古
い
算
盤
な
ど

が
展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。 

 

枚
方
八
景
に
も
選
ば
れ
た
「
万
年
寺

山
の
緑
陰
」
に
囲
ま
れ
た
神
社
の
境
内

に
は
、
早
く
も
河
内
桜
が
静
か
に
咲
き

誇
っ
て
い
ま
し
た(

↑
写
真
中
央
奥)

。 

 

「
地
元
な
の
に
何
も
知
ら
な
く
て
今

回
は
、
と
て
も
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し

た
」
「
良
く
歩
き
ま
し
た
」
と
参
加
の

皆
様
に
は
大
好
評
の
企
画
だ
っ
た
様

子
。
第
2
弾
の
歴
史
散
策
が
待
ち
遠

し
い
で
す
ね
。 

 
 

↑境内中腹の梅林は、紅梅白梅が満開に 

約 100 本の梅の木が植えられています 

邸
」
を
見
学
。
「
木
南
邸
」
は
旅
に
必

要
な
馬
や
食
料
、
人
足
を
調
達
し
た
商

家
で
す
。
船
番
所
跡
、
本
陣
跡
を
回
り

な
が
ら
お
茶
屋
御
殿
跡
へ
。
豊
臣
秀
吉

が
文
禄
3
年
に
建
て
た
と
い
わ
れ
、

家
臣
で
あ
る
枚
方
城
主
、
本
多
政
康
の

娘
「
乙
御
前
」
を
住
ま
わ
せ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
御
殿
跡
か
ら
は
、
淀

川
方
面
か
ら
高
槻
、
昔
は
伏
見
ま
で
も

良
く
見
渡
せ
た
と
言
い
、
こ
の
辺
り
が

交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え

ま
し
た
。 

地域の皆様には平素より本校の教育活動にご支援を賜り、誠にありがとうございます。日々の登

下校時の見守り活動をはじめ、特に「枚小まつり」においては、企画・立案から当日の運営にまで、た

くさんの方々にお世話を頂きました。心よりお礼申し上げます。 

現在の小学校教育においてはこれまで以上に、日々、変革が求められています。学力と体力の向

上に向けての取り組み、英語教育の導入、道徳の教科化等のような新たに取り入れられた事項以外

にも、これまで行ってきた指導を見直し、子ども達にとってより良い教育環境となるように努めてい

かなければなりません。 

子ども達の学力の向上に係わっては、子ども達自身の“学習意欲”の低下が言われるようになって

久しい状況です。 

そのため、本校では、自ら考えて学習する「自主学習」の取り組みを進めています。学校から出さ

れる宿題とは違い、自分の得意なことや苦手なこと、興味のあることなどを、時間を決めて学習す

ることによって、計画的に継続して学習に取り組む態度を身につけることができます。さらに、この

自主学習に低学年から取り組むことによって、成人に必要な自立して学ぶ力を身につけることがで

きます。 

今後、子ども達が地域に興味を持ち、地域の歴史や校区の様子について調べる際には、皆様にご

協力をお願いすることもあろうかと思います。その際は、お力添えのほど宜しくお願いいたします。 

地域あっての学校といえます。今後とも本校の教育活動へのご支援のほど宜

しくお願いいたします。 

 

まなびや・つうしん 
学び舎の現場から近況報告していただきます。 

今回は枚方小学校 内海校長先生です 

 

わが町自慢のコーナー 

 

  

 

 

第 18 回 枚小まつり開催 

 

10
月
27
日
（
土
）
心
地
よ
い

光
が
射
し
込
む
晴
天
の
中
、
第
18

回
枚
小
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

こ
の
祭
り
は
、
子
ど
も
達
を
中

心
に
保
護
者
・
地
域
の
人
々
・
学

校
職
員
・
地
域
団
体
が
交
流
し
親

睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
回
の
目
玉
は
オ
ー
ル
「
枚

方
」
の
集
結
。
初
め
て
参
加
い
た

だ
い
た
枚
方
幼
稚
園
を
は
じ
め

枚
方
小
学
校
、
枚
方
中
学
校
の
演

目
で
盛
大
に
幕
を
開
け
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
・
地
域
団
体
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
保
護

者
や
先
生
方
に
よ
る
昔
遊
び
の

伝
承
。
守
る
会
に
よ
る
焼
き
そ
ば 

の
提
供
。
老
若
男
女
問
わ
ず
親
睦

を
深
め
る
1
日
に
な
り
ま
し
た
。

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 今

、
世
間
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
風
当

た
り
は
強
く
、
枚
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も

時
代
に
合
っ
た
取
組
み
が
で
き

る
よ
う
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

必
要
な
活
動
、
必
要
で
な
い
活
動

を
取
捨
選
択
し
取
組
ん
で
参
り

ま
す
の
で
今
後
も
枚
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

に
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

枚
小
ま
つ
り
が
末
長
く
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
次
年
度
へ
の
引
き

継
ぎ
を
進
め
ま
す
。 

 （
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長 

石
本
博
昭
） 

 

「
え
ー
ら
え
ー
ら
え
ら
さ
っ
さ

ー
」 抜

け
る
よ
う
な
秋
晴
れ
の
下
、

今
年
も
枚
方
宿
に
太
鼓
と
お
囃

子
の
歌
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。 

10
月
14
日
（
日
）
、
ふ
と
ん
太

鼓
巡
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

ふ
と
ん
太
鼓
巡
行
は
意
賀
美

神
社
に
宿
場
町
の
発
展
、
安
全
祈

願
、
五
穀
豊
穣
な
ど
を
祈
願
す
る

３
０
０
年
以
上
続
く
お
祭
り
で
、

枚
方
市
駅
周
辺
の
４
町
が
合
同

で
と
り
行
い
ま
す
。 

枚
方
小
学
校
校
区
か
ら
は
三

矢
町
の
み
が
参
加
し
ま
す
が
、

年
々
子
供
の
数
が
減
少
し
、
三
矢

町
の
子
供
だ
け
で
は
運
営
が
大

変
に
な
り
、
三
矢
町
は
「
枚
小
げ

ん
キ
ッ
ズ
」
で
参
加
者
を
募
っ
た

り
、
３
年
生
の
地
域
を
知
る
授
業

に
出
張
授
業
に
出
向
き
、
そ
の
中

で
ふ
と
ん
太
鼓
の
お
話
を
し
た

り
し
て
、
興
味
を
も
っ
て
も
ら 

    

え
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。 

本
番
で
子
供
た
ち
が
太
鼓
を

叩
け
る
よ
う
に
な
る
に
は
練
習

も
必
要
で
す
。 

現
代
の
子
供
た
ち
は
習
い
事

も
多
く
、
中
々
練
習
の
時
間
を
取

る
の
も
大
変
で
す
が
、
や
は
り
本

番
で
上
手
に
叩
け
る
と
嬉
し
い

ら
し
く
、
「
ま
た
来
年
も
来
た

い
！
」
と
笑
顔
で
言
っ
て
く
れ
る

お
子
さ
ん
も
多
い
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
「
ま
た
来
年
」
、

「
ま
た
来
年
」
が
続
き
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
３
０
０
年
も
ふ
と

ん
太
鼓
の
歴
史
を
守
っ
て
い
け

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

（
文
：
小
野
仁
子
） 

（
写
真
：
柴
田
順
治
） 

 

昭
和
30
年
6
月
、
枚
方
公
園
の

駅
前
か
ら
お
よ
そ
８
０
０
ｍ
未
舗

装
で
広
い
桜
並
木
の
緩
や
か
な
坂

道
を
の
ぼ
っ
た｢

枚
方
パ
ー
ク｣

奥

の
丘
陵
地 

伊
加
賀
山
手
に
80
軒

ほ
ど
の
住
宅
が
建
設
さ
れ
ま
し

た
。 ２

～
３
年
経
っ
た
こ
ろ
町
内
会

を
作
ろ
う
と
自
治
会
の
前
身
で
あ

る｢

親
和
会｣

を
結
成
し
ま
し
た
。  

当
時
は
「
伊
加
賀
山
手
府
営
住

宅
親
和
会
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た

が
、
後
に
こ
の
呼
び
名
が
い
か
に

も
堅
苦
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
枚

方
パ
ー
ク
の
菊
人
形
に
ち
な
ん
だ

｢

菊
ヶ
丘｣

と
い
う
愛
称
が
生
ま
れ

ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
枚
方
市
の
住
所
表
示

の
改
定
に
よ
り
正
式
に｢

菊
丘
町｣

が
誕
生
し
、
「
親
和
会
」
は
、｢

菊

丘
町
自
治
会｣

と
な
り
ま
し
た
。 

昭
和

62
年
に
は
小
さ
な
体
育

館
と
し
て
も
使
用
で
き
る
自
前
の

集
会
所
が
完
成
し
、
卓
球
・
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
等
の
ス
ポ
ー
ツ
や
川
柳

な
ど
の
ク
ラ
ブ
活
動
も
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
 

 

＊
お
餅
つ
き
会 

毎
年
12
月
の
第
1
日
曜
日
に
、

子
ど
も
会
の
協
力
も
得
て
開
催
し

ま
す
。 

 

つ
き
た
て
の
お
餅
や
豚
汁
は
大

好
評
で
、
色
々
な
世
代
の
方
で
賑

わ
い
、
自
治
会
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

災
害
時
の
炊
き
出
し
の
訓
練
に

も
な
り
、
地
域
で
つ
な
が
り
合
う

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
る
行
事
で

す
。 

＊
日
帰
り
バ
ス
旅
行 

 

春
と
秋
、
年
２
回
の
バ
ス
旅
行

を
企
画
し
て
い
ま
す
。 

 

旬
の
味
覚
狩
り
や
話
題
の
観
光

地
、
手
作
り
体
験
な
ど
を
取
り
入

れ
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
沢
山
の

方
に
参
加
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。 

近
所
付
き
合
い
の
希
薄
な
近

年
、
お
付
き
合
い
の
輪
が
広
が
る

良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

      

＊
お
助
け
隊 

 

町
内
4
か
所
に
防
災
倉
庫
を
設

置
し
、
防
災
用
品
の
備
蓄
を
始
め

ま
し
た
。 

 

ま
た
災
害
の
時
、
一
時
避
難
場

所
の
設
営
や
地
域
の
人
た
ち
の
避

難
の
補
助
を
す
る
「
お
助
け
隊
」

を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。 

 

暗
く
て
も
雨
が
降
っ
て
も
対
応

で
き
る
装
具
を
身
に
着
け
、
毎
年

夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
防
災
訓
練

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
隊
員
数
は
20
名
で
す
。 

 
 
 
 
 

 

 

三
矢
町
ふ
と
ん
太
鼓 

菊丘町自治会   

須磨海浜水族園 

 

第 18 回 枚小まつり開催 
 

 


